
時間 ・111: コンブ類に新生する勤勉物について は 15

ゴンブ類に荒生する動植物について (1) 

I時間句f， ・111 f変

J. TOKIDA & T. YAMA: On organisms growing on the 
Laminariales plants (I) 

コ ソブの来 lこ動物や海副iが着生して， 1;立毘荷iにしたとき 1[1川~を低下させ

ることがある乙とは ï~Î くから矢口られている。ヲニや貝がコシ ブを食害する乙

ともあり，22る動物は ゴンブの似を剥らせて流火を"1'ーめ，少なからぬ損害を

あたえるものもある。老成した コγブの付与にはいろいろな海誌の所生が兄ら

れる 乙とはよ く実見すると ζ ろ であって ， また多くの文献花記名I~ さ れている 。

ととろで，乙れら若生動植物について，まとめて記述しておく乙とは何かの

参考として役立つ乙ともあろうと思うので，二Iti'fぜ道各地かられ}た材料で淵べ

てみた結;.j~と文献花基づいて ， コン ブ目航物lζ7民生する 動純物の概説を試み

た次第である。乙の研究には財団法人7kJ:e(科学研究奨励会のf.lli助をl'トたとと

を記して!~;溺の芳、を去する。

I. コンブ 目植物に着生する動物

A. 節足動物，甲穀類，端脚目 Amphipoda 

1. Ceininαjα'PonicαSTEPHENSEN 

リジリコ ンブの;fht，茎，莱に トγネノレを作って，その'11/ζ住んで出卵し

そのためコンブのおよlが弱って流山し効くなる(利尻山内形 :ンド下 ・平日'J"O)。

ワカメの茎[こ住む(余TI1"II¥]": STEPHENSEN")。マ コンブの茎に位:む (波山夜間]:

IIJy DJ .近11:• :iFi0:勺。

B. 軟体動物，腹足類 Gastropoda 

2， Helcion pellucidll1n (LINNI~) 

Lami11ariaと Saccorhizαの茎の基/111ζ附治して乙れをたし，多1ほの誌

イイゐをMiうた・させる ζ とがあるという (イギ リスi!ljlli*: FELlコMANN
3
)。

3. Collisellα=sybaritica (Dou.) 

コンブl去の柴!こ附Jti:する(ご「173:iJKJ11÷・0 ・)。

4， Patinαsp. 

北大水R在学部。":. 十l隣広尾IIIL'iHJ'塚'1'学校。

波部同士 lこ初、いで教iT~ ざる。
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16 1品類第8巻j's1弓 1113稿135年 4月

La111inariaを食う (GRAHAM & FRETTER告)。

5. Haliotis gigαnteα GMELlN アワビ，マダカ

アラメ を食う (千梨県 :殖回 ・岡田四;新野')，(三重県 :刑日l・|市11壬1
29)ο

6. Haliotis discus REEVE アワビ， クロ

アラメを食う(千来県 :11'1 mj'-8)， (三重県 :殖回 ・岡田ヨ9)。

7. Haliotis discus var. hαnnai INo ヱゾアワビ

Syn. Haliotis lcarntschatkana (nol1 ]ONAS) MIDDENDORF[' 

コシブ， ワカメを食う(枕尻島 :木下 ・平野 ・佐久間11)。チガイソ ，ワカ

メを食う(岩手県 :殖回 ・Iii'iJ回28)。

8. Haliotis sieboldii REEVE アワビ， メガイ

アラメを食う(千梨県 :猪日lj-8)，(三重県 :刑問 ・岡田吋。

9. Turbo cornutus SOLANDER サグエ

アラメ を食う (千梨県 :狗mf)o

10. Epheriα decor，αtα(A目 ADAMS) コワダカチャイロタマキピ

マコシブの~~tc:: Ilfj 治する(主的，関向'(:波711M)。

11. Lαcunα vinctα (MONTAGU) 

Lam.i nariα を食う (PELSENEER''''山)。

12. Turtonia minutα(0. FABRlCIlJS) ノミハマグ リ

ワカメの莱lκζ多数l川伴川1桜去して閃る乙とがある(古背:森県 :〉波波部拐打叫:幹制乍いA 品11)。
Lαrnzηαrz印α lκζ11附』削M着す る (北大凶i洋半:Or.印DFτlぽELDザ守引:-")-:

〔以」上二，肱足知については九州大学)11'.学部天草|lkl海尖験所の波iyiJ也市ctW-::1:

の御教示をいただいたJ

c. 前匹動物，苔蘇虫類 Bryozoa 

13. Siniopeltα costαzii (AUDOUIN) コブコグムν

Syn. Costazia coslazii AUDOU.lN (Figs. 1， 5， 15) 

ホソメコンブの来l乙着生する(記、路 :111， 1958年 9-11月採集)。 リνリ

ゴシブの紫[ζJ民生(網走:111， 1958イ1:10月採集)。

GRAĤ M， A. Pro巴 Malacol.80巴.London 31， 144 (1955)による。 ζの事m誌は

波部博士の術IT}J:;:¥によ って見る ζ とができた。

1:1コ村義Jli[it@士から同定依頼の椋木による 111，私信で教示 3る。

者投合 GRAHAM， A.前1:1::(1955)による。

日 ι、品、 波宮1I同士に私伝で教示さるo
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14. Fenestrulinαmalusii (AUDOUJN) キクメヲス コケムν(Fig.6) 

ホソメ コップの諜tζ着生 (忍路 :UJ， 1958 年 8~10 月採集)。 マゴ シプの

架lζ満生(関節 :山，19581，下9刀採集)0 9νリコ ンブの架に着生(網走 :U..I， 

1958作 10凡採集)。

Fig. 1. Siηiopeltαco.stαzii 

(AUDOUlN)コブコケムシ ・

表而観(網走prリシリコン

ブの柴に新生のもの)。

Fig. 3. Obeliα he冗ic~tlαtα (L.)

エタフトオベリア， ヒドロ茎

の一部(関節七宝浜;;1t"コン

ブの菜に新生のもの)。

Fig. 2. Hippothoαhya.linα 

L. キタウスコケムシ，表而

観 (附山乙部~E ホソメコ ンブ

の根に若生のもの)。

Fig.4. Plttm~ûa~'似 filicαttli.s

var. j'叩 onicαJλD. 附山乙

部産ホソメコンフの莱におと註

するヒドロ茎の一部。
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み

. 

?ぢ陥幽・ a...._ .. ‘4・E ・.~向~-_.
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写 真 の説明

Fig. 5. S.伽 .iopeltacostαzii (AUDOUIN)コブコケムシ， リシリコンブ(網走政)

のJ忠に抗生する状を示す。右側に虫体を取り除いたあとの丸い痕が見える。

Fig. 6. “鮫毘;fIj"F加 estnoh:namαlusii (AUDOUlN)キクメウスコケムシが活

生しているホソメコンブ(忍路建)。

Figs. 7-9. “鮫昆布"Hippothoa hyal伽 αL.キタウス コケムシが新生している

ガゴメ(志苔産).ホソメコンブの根(乙部EE)，及び同上根の一部厚ii大c

Fig. 10. Gαmpylαephoγα hypnαeoides f. hα11ωtα (COTTON) NAKAMURAエ

ゴノリの一品種の器部がホノメコンブ(忍路政)の葉市に附着して ζれにくい ζ んでい

る状態を示す断而。

Figs. 11-13. “須昆布"Pl叩刊tulm'iαfil1:caulisvar. .iaponica J瓦D. のず;生し

ている 7 コンブ(住吉irr~) . ホソメコンブ (乙部政)及び後者の一部山大。
Fig. 14. Obez.ia genic~ûatα(L.) エグフトオベリア"1コンブ(七宝浜陀)の来而

の一部を廓大して者主l三状態を示す。

Fig. 15. 7'r'icellω1α ocddentωぬ (TRASK)ホソフサコケム ν(rl:t央の分岐した

もの).及び.S~伽iopelta costαzii (AulコOUlNiコブコケムシ (盤状のもの)。ホソメコン

ブ(忍l的陀)の柴田にずf'=とする状を示す。

15. Hippothoα hyαlinαLlNNE キタヲスコ ケム ν (Figs.2， 7 ~9) 

ホソメコシブの架fC]首:生 (柏山乙NH，j:r時l壬r，1958作 7月採114L jfゴメ

の架にm生(渡島鋭亀沢村志苔 ーLLI，1958 I，r=: 7月採集L

16. Tricell.αri，αoccidentαlis (TRASI<)ホソ ケサコケムν

Syn. Meniρea occidentalis TRASK (Fig. 15) 

ホソメコ γブの梨lζ活-生(忍路 :111， 1958 1 1~ 9 Jl採集)。

〔以上， 苔百十虫lflの査定は資源科学研究所の!お波111F夫同二L:の1tll教示をい

ただいた。乙のはiの発生の桂だしいコンブは「鮫民不liJ"，治生物は I-I!伐の小

便JI3とよぶ。波のiJJ'ヵ、なJg所lζ多く凡られ，~dζ採取J明の末期 lζ多い。 製品

の外観を損じ，取り除くのが困1iff・で，取っても j長が残る。 j民生部は色素が減

少し，子袈]社がiil来ない。勺

E. 環形動物，多毛目 Polychaeta 

17. Spirorbis sp. 出来旋9:(の-fIi:

コンブ属の一種 Larninariasaccharina (L.) LAMOUR. の茎と架lζ治生

する (Norway:PRIWfZ'O)。 マコ ンブの柴lζ着生する (渡島尾札itfi村 :lI~j; I壬|・

大岩261，ホソメゴシブの楽に着生 (忍路湾 l時旺I.大岩26)0

sρirorbisの!牒筑状石灰質小管がコシブの葉而に附治:しているのを「カ

キ」とよび 13 各地のコシブ頒!と見られ，~l乙波の i怜かな所[ζ 多い。 Fucus の
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一種lこ1昔生する Sρirorbisborealis DAUJコJN(乙ついて DESJLVA2
カs:k・験した

ところによると木種の幼生は撰択的lζ Fucusの体の上lζ附着するという。

F. 称皮動物，海胆類 Echinoidea 

18: lIeliocidrnis crαssispinα(A. AGASSJZ) ムラサキヲニ

リジリコンブの葉を食害する (利尻LEtf形 :木下 ・平出1310)。

19. Strongylocentrotus drobαchiellsis (0. F. M仇 LER) オオパブン

クニ

リνDゴシブの葉を食筈する (キIJ尻島沓形 ・木下 ・平野'0)0

20. Lllidiαyessoensis GOTO エゾスナヒトデ

リジリコ シブの莱を食害する (罪1I尻島沓形 :木下 ・平野'0)

21. Patiria pectiniferα(MUUER et TROSCHEL) イトマキヒトデ

リジリコシブの葉を食害する (利尻島沓形 :木下 ・三litllj・10)0

G. 腔腸動物， ヒド ロ虫類 Hydrozoa 

22. Obeliα geniclllαtα (LINN丘) エダブトオベ リア (Figs.3， 14) 

マコ シブの業lζ着生する(函館七重浜 :11" 1958年 10月採集)。

23. Siliculαriαcαrnpanulαriα(VON LENDENFELD) Ecklonia (Uo生す

る (Australia:DJ¥KIN'). 

24. Plurnulαri，αfilicαulis var. jα'PollicαJADERHOLM (Figs. 4， 11-13) 

マコ ンブの葉に着生する (間前住吉及び湯の浜 .山，1958年 7-8月採集)。

ホソメコ γブの葉lζ着生する(柏山乙部村 :時間，1958'1ニ7月採集)。

ヒドロ虫類の着生した コッ プを「君主昆布34J又は「毛生えii!.ギfj13Jとよぶ。

ï)~i M:rIT内の昆布業者の仁|二qζは「誌を毘有iJは住吉昆イliの目印であるとし，製品

の取引上にむしろ役κ立ってい るという 者もある九それほど，乙の1a'jの着生

は普通で，乾燥すれば取り除く乙とが容易なのである。

25. PlllllUllariαllndulatαM. YAMADJ¥ 

PνDコンブの葉lζ着生する (制定 :11" 1958年 10月採集L
26. Plll1llulαria sp. 

ホソメ コシプの葉』ζ着生する(忍路 :11" 1958'1ミ8月採:U.とloPlumularia 

setacea，又は P.st1'ictocarρa tc似てい るが別居であろうという。

〔 ヒドロ虫類の査定は北海道学芸大学生物数百尻j一戸|付臨海)~話会所の今出

夫氏の街l教示をいただいた。〕

官 ( 引m 文献は!fi 2 持iの終り にかか ~f る。)

- 21ー




